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インターバンクの声 （2015 年 5 月 28 日） 
 

前日に続いて昨日もドルが複数の主要通貨に対して上昇、特に対円では２０

０７年６月につけた１２４円１６銭まであと一歩というところまで近づいた。

一時は米国債利回りの上昇に伴うドルの上昇だったが、ここ数日は米国債利

回りが低下気味になっているにも関わらずドルの上昇が続いている。極端に

米経済が持ち直していることを確認させてくれるような指標発表が戻ってき

た訳ではないが、ほぼその可能性が消えていたはずの米連邦準備理事会（FRB）

の６月利上げ開始決定説すら蘇っている。もっとも年内の利上げ開始との見

方が再び強まってきたというのが実際のところだが、改めて市場の強いコン

センサスが投資家・投機家の心理状態までコントロールしているのを思い知

らされた。６月上旬に国際通貨基金（IMF）への多額の融資返済の期限が迫っ

ているギリシャは、債権者側と事務レベルでの合意文書の作成に合意したよ

うで、デフォルト（債務不履行）は回避できそうだとの見方が高まったよう

だ。ギリシャの債務問題が一時的にせよ材料視されなくなった時、果たして

ユーロが本格的に反発するのかどうかが次の注目だ。 
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